
(57)【要約】

【課題】毛筆で書いた文字と手本の文字との相違箇所の

判別が容易であり、それにより習字の上達を促すことの

できる習字練習用紙を提供する。

【解決手段】練習用紙１の表面に、墨をはじく朱色の油

性インクを用いて、かつ網点により文字手本２を印刷し

た習字練習用紙。文字手本２は油性インクで、かつ網点

で印刷されているので、文字手本２上に倣っている部分

は墨の濃さは薄く、はみ出た部分の墨の濃さは濃く見え

るため、その出来映えを評価でき、学習効果が向上する

。練習用紙１の表面には、文字手本２のほか、文字手本

２の筆順を示す数字３－１～３－４，４－１～４－３、

円形の枠５、枠５の中心を示す十文字状の線６、円形の

補助枠７、名前を書く位置を示す枠８を印刷する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 用 紙 の 表 面 に 、 墨 を は じ く 油 性 イ ン ク を 用 い て 、 か つ 網 点 に よ り 文 字 手 本 が 印 刷 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 習 字 練 習 用 紙 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 文 字 手 本 の 色 は 朱 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 習 字 練 習 用 紙 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 毛 筆 習 字 や 硬 筆 習 字 、 特 に 、 文 字 を 習 い 始 め る 幼 児 や 児 童 、 書 道 の 初 心 者 が
習 字 の 際 に 文 字 手 本 と し て 使 用 す る 習 字 練 習 用 紙 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 習 字 教 室 な ど で 毛 筆 習 字 や 硬 筆 習 字 の 練 習 を す る 際 は 、 半 紙 と 呼 ば れ る 用 紙 に 文 字 を 書
く よ う に し て い る 。 習 字 の 基 礎 は 、 ま ず 、 手 本 を ま ね る こ と で あ る と 言 わ れ て い る 。 文 字
を 習 い 始 め る 幼 児 や 書 道 の 初 心 者 は 、 手 本 を 下 敷 き に し 、 そ の 上 に 半 紙 を 重 ね て 透 け て 見
え る 手 本 を な ぞ る よ う に し て 書 き 、 そ れ を 繰 り 返 す こ と で 、 文 字 の 形 や 筆 順 、 筆 使 い 等 を
習 得 す る 。 習 字 の 教 師 は 、 書 か れ た 文 字 を 採 点 、 評 価 し 、 さ ら に 指 導 す る 。 こ れ に よ り 、
生 徒 は 書 く こ と の 楽 し み と 意 欲 を 覚 え 、 さ ら に 上 達 す る よ う に 練 習 を 重 ね て い く 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 初 心 者 が 手 本 を 繰 り 返 し な ぞ り 書 き す る の に 便 利 な よ う に 、 手 本 用 紙 に 印 刷 さ れ た 文 字
の 上 に 透 明 シ ー ト を 重 ね 、 透 け て 見 え る 文 字 手 本 を な ぞ る か た ち で 透 明 シ ー ト に 文 字 を 書
く 練 習 具 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 字 画 が 明 示 さ れ た 吸 水 性 の 少 な い 紙 ま た は 親 水 性 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト
か ら な る 手 本 用 紙 と 、 手 本 用 紙 に 重 ね て 字 画 を 透 視 し て 筆 書 で き る 透 明 の 親 水 性 プ ラ ス チ
ッ ク シ ー ト か ら な る 練 習 用 シ ー ト を 組 み 合 わ せ た 習 字 練 習 具 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 習 字
練 習 具 を 使 用 す れ ば 、 手 本 の 字 画 を 透 視 し な が ら 筆 書 で き る の で 、 習 字 の 練 習 が 容 易 と な
り 、 基 本 を 正 確 に 習 得 す る こ と が で き る 。 ま た 、 練 習 用 シ ー ト は 繰 り 返 し 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 習 字 用 下 敷 き に 手 本 を 記 入 し た 書 道 習 字 用 下 敷 き が 開 示 さ れ て
い る 。
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ に は 、 文 字 手 本 に 重 ね て 習 字 練 習 を 行 う た め に 、 半 紙 大 の 透 明 な 合
成 樹 脂 シ ー ト の 一 面 に 、 文 字 手 本 の 文 字 の 配 置 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 、 円 形 の 枠 と そ の 枠
の 中 心 を 示 す 十 文 字 状 の 線 を 印 刷 し た 習 字 練 習 用 シ ー ト が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ５ － １ ２ ３ ９ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ７ ０ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ９ ３ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ お よ び ３ に 記 載 の 習 字 練 習 具 で は 、 練 習 用 シ ー ト が 透 明 の プ
ラ ス チ ッ ク シ ー ト で あ る た め 、 何 度 で も 使 用 で き る 反 面 、 練 習 の 成 果 と し て 保 存 し て お く
場 合 や 、 指 導 者 が 採 点 す る に は 不 便 で あ る 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 書 道 習 字 用 下 敷 き は 、 特 定 の 文 字 に つ い て は 練 習 で き る が 、 別 の 文
字 に は 別 の 下 敷 き が 必 要 と な り 、 数 多 く の 文 字 を 練 習 す る た め に は 、 現 実 的 で は な い と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 練 習 の 成 果 と し て 保 存 し た り 、 指 導 者 が 採 点 や 評 価 を 記 入 す る こ と が
で き 、 ま た 毛 筆 で 書 い た 文 字 と 手 本 の 文 字 と の 相 違 箇 所 の 判 別 が 容 易 で あ り 、 そ れ に よ り
習 字 の 上 達 を 促 す こ と の で き る 習 字 練 習 用 紙 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 習 字 練 習 用 紙 は 、 用 紙 の 表 面 に 、 墨 を は じ く 油 性 イ
ン ク を 用 い て 、 か つ 網 点 に よ り 文 字 手 本 が 印 刷 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 用 紙 の 表 面 に 印 刷 さ れ て い る 文 字 手 本 の 上 か ら 筆 で 文 字 を な ぞ る と
、 そ の 運 筆 の 通 り に 墨 で 文 字 が 描 か れ る 。
　 本 発 明 の 習 字 練 習 用 紙 に お い て 、 文 字 手 本 は 油 性 イ ン ク で 、 か つ 網 点 で 印 刷 さ れ て い る
の で 、 墨 は 網 点 の 部 分 で は じ け て 網 点 と 網 点 の 間 の 油 性 イ ン ク が 乗 っ て い な い 生 地 部 分 か
ら 用 紙 に 付 着 す る 。 そ う す る と 、 用 紙 の 上 で 、 文 字 手 本 上 に 倣 っ て い る 部 分 は 網 点 が 存 在
す る た め に 用 紙 に 対 し て 墨 が 付 着 す る 密 度 が 小 さ く な り 、 見 た 目 上 、 墨 の 濃 さ は 薄 く な る
。 一 方 、 網 点 が な い 領 域 で あ る 文 字 手 本 か ら は み 出 た 部 分 に お い て は 、 墨 が は じ か れ る 要
素 が 無 い た め 、 墨 は 濃 く 見 え る 。 こ の よ う に 、 網 点 で 印 刷 さ れ て い る 文 字 手 本 の 部 分 と 、
そ れ 以 外 の 部 分 と で は 、 墨 の 付 き 具 合 が 異 な り 、 そ れ が 肉 眼 で 見 え る た め 、 書 い た 本 人 も
、 指 導 者 も 、 そ の 書 い た 文 字 と 文 字 手 本 と の 相 違 部 分 を 認 識 お よ び 評 価 で き 、 学 習 効 果 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 文 字 手 本 の 色 は 朱 色 と す る こ と が 好 ま し い 。 朱 色 は 、 習 字 の 採 点 や 指 導 の た め に 用
紙 に 記 入 す る 朱 墨 の 色 と し て 古 く か ら 用 い ら れ て お り 、 抵 抗 感 が な い 。 他 の 色 、 例 え ば 真
っ 赤 で は 目 に ど ぎ つ い し 、 青 や 緑 な ど の 寒 色 系 の 色 も 違 和 感 が あ る の で 好 ま し く な い 。 黒
や 灰 色 で は 、 墨 の 黒 色 と の 区 別 が 付 き に く い 。 な お 、 「 朱 色 」 と は 、 黄 味 を 帯 び た 赤 色 の
こ と で あ り 、 橙 色 な ど の 近 似 色 も 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 下 記 の 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 文 字 手 本 は 油 性 イ ン ク で 、 か つ 網 点 で 印 刷 さ れ て い る の で 、 用 紙 の 上 で 、 文 字 手 本
上 に 倣 っ て い る 部 分 は 墨 の 濃 さ は 薄 く 、 文 字 手 本 か ら は み 出 た 部 分 の 墨 の 濃 さ は 濃 く 見 え
る た め 、 書 い た 本 人 も 、 指 導 者 も 、 そ の 書 い た 文 字 の い い 部 分 、 悪 い 部 分 を 評 価 で き 、 学
習 効 果 が 向 上 す る 。
（ ２ ） 文 字 が 書 か れ た 習 字 練 習 用 紙 を 、 練 習 の 成 果 と し て 保 存 し た り 、 採 点 や 評 価 を 記 入
す る こ と が で き る 。
（ ３ ） 文 字 手 本 の 色 を 朱 色 と す る こ と に よ り 、 墨 の 黒 色 と の 差 異 が 明 確 に な り 、 ま た 、 他
の 色 と 比 較 し て 、 習 字 用 の 用 紙 と し て 抵 抗 感 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 習 字 練 習 用 紙 の 正 面 図 、 図 ２ は 文 字 手 本 の 網 点 を 示 す
拡 大 図 、 図 ３ は 文 字 手 本 の 網 点 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 習 字 練 習 用 紙 （ 以 下 、 単 に 「 練 習 用 紙 」
と い う ） １ の 表 側 の 面 に 、 印 刷 用 の 油 性 イ ン ク を 用 い て 、 か つ 網 点 ２ ａ に よ り 文 字 手 本 ２
を 印 刷 す る 。 印 刷 方 法 と し て は 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 や シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 な ど 、 通 常 の 印
刷 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 練 習 用 紙 １ の 表 面 に は 、 文 字 手 本 ２ の ほ か 、 文 字 手 本 ２ の
筆 順 を 示 す 数 字 ３ － １ ～ ３ － ４ ， ４ － １ ～ ４ － ３ 、 円 形 の 枠 ５ 、 枠 ５ の 中 心 を 示 す 十 文 字
状 の 線 ６ 、 円 形 の 補 助 枠 ７ 、 名 前 を 書 く 位 置 を 示 す 枠 ８ を 印 刷 す る 。
　 こ れ ら の 印 刷 の 色 は 、 習 字 の 添 削 の 色 と し て 抵 抗 感 の な い 朱 色 と す る 。 文 字 手 本 ２ 以 外
の 印 刷 部 分 は 、 網 点 で も 、 ベ タ で も よ い 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-195188 A 2006.7.27



【 ０ ０ １ ５ 】
　 文 字 手 本 の 筆 順 を 示 す 数 字 ３ － １ ～ ３ － ４ ， ４ － １ ～ ４ － ３ は 、 単 な る 筆 順 だ け で は な
く 、 各 字 画 ご と に 筆 が 入 る 方 向 を 示 す 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ど の 方 向 か ら
筆 先 を 入 れ る か を 知 る こ と が で き 、 癖 の な い 素 直 な 文 字 を 書 く こ と が で き る よ う に な る 。
　 従 来 に お い て も 、 文 字 手 本 の 筆 順 を 数 字 で 印 刷 し た も の は あ る が 、 習 字 、 特 に 毛 筆 の 場
合 、 ど の 方 向 か ら 筆 先 を 入 れ る か を 指 導 す る こ と が 、 上 達 す る 上 で 重 要 で あ る 。 そ こ で 、
そ の 筆 順 を 示 す 数 字 ３ － １ ～ ３ － ４ ， ４ － １ ～ ４ － ３ を 、 筆 が 入 る 方 向 を 示 す 位 置 に 配 置
す る こ と で 、 癖 の な い 素 直 な 文 字 を 書 く こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 円 形 の 枠 ５ ， 十 文 字 状 の 線 ６ ， 円 形 の 補 助 枠 ７ は 、 文 字 を 書 く 上 で 、 配 置 や バ ラ ン ス の
指 標 と な る も の で あ る 。
　 こ の よ う な 円 形 の 枠 ５ と 中 心 線 を 示 す 十 文 字 状 の 線 ６ ， 円 形 の 補 助 枠 ７ に よ り 、 文 字 を
構 成 す る 点 や 線 の 配 置 の バ ラ ン ス や 書 体 、 文 字 の 中 心 等 を 効 率 的 に 習 得 す る こ と が 可 能 で
あ る 。 と く に 円 形 の 枠 ５ は 、 平 仮 名 や 片 仮 名 等 の 基 本 的 な 文 字 を 練 習 す る 幼 児 や 初 心 者 に
と っ て は 、 従 来 下 敷 き に 表 示 さ れ て い た 正 方 形 の 枠 に 比 べ て 合 理 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 文 字 手 本 ２ は 油 性 イ ン ク で 、 か つ 図 ２ ， 図 ３ に 示 さ れ て い る
よ う に 、 網 点 ２ ａ で 印 刷 さ れ て い る の で 、 墨 は 網 点 ２ ａ の 部 分 で は じ け て 網 点 ２ ａ と 網 点
２ ａ の 間 の 油 性 イ ン ク が 乗 っ て い な い 生 地 部 分 ２ ｂ か ら 練 習 用 紙 １ に 浸 透 す る 。 そ う す る
と 、 練 習 用 紙 １ の 上 で 、 文 字 手 本 ２ 上 に 倣 っ て い る 部 分 は 墨 の 濃 さ は 薄 く 、 文 字 手 本 ２ か
ら は み 出 た 部 分 の 墨 の 濃 さ は 濃 く 見 え る 。 そ の た め 、 書 い た 本 人 も 、 指 導 者 も 、 そ の 書 い
た 文 字 の い い 部 分 、 悪 い 部 分 を 評 価 で き 、 学 習 効 果 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 練 習 用 紙 １ の 種 類 と し て は 、 墨 が 滲 み に く い も の 、 少 し 滲 む も の 、 滲 み が 大 き い
も の が あ り 、 そ れ ぞ れ に 異 な る 書 の 味 わ い を 出 す こ と が あ り 、 い ず れ で も 使 用 す る こ と が
で き る 。 こ の 中 で 、 特 に 幼 児 の 文 字 練 習 用 と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 裏 面 が 難 滲 面 １
ａ で あ る も の が 、 墨 が 練 習 用 紙 １ の 裏 面 に 滲 み に く い の で 、 取 り 扱 い に 便 利 で あ る 。 難 滲
面 １ ａ は 、 練 習 用 紙 １ の 製 造 工 程 に お い て 、 フ ェ ル ト 面 と い わ れ る 側 で あ り 、 そ こ に 蝋 （
ワ ッ ク ス ） 、 ロ ジ ン 等 の 薬 剤 を 塗 布 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
　 裏 面 を 難 滲 面 １ ａ と す る こ と に よ り 、 墨 は 裏 面 か ら は 滲 み 出 に く い 。 こ れ に よ り 、 墨 が
乾 い て い な い 状 態 で 机 や 床 、 畳 の 上 に 直 接 練 習 用 紙 を 置 い た り 、 別 の 紙 の 上 に 置 い た り し
て も 、 下 の 面 に 墨 が 付 着 し て 汚 れ る 可 能 性 が 低 く な る 。
　 た だ し 、 本 発 明 に お け る 練 習 用 紙 の 材 質 と し て は 、 こ の よ う な 難 滲 面 １ ａ を 有 す る も の
で な く 、 通 常 使 用 さ れ る 半 紙 で あ れ ば 、 利 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 毛 筆 で 書 い た 文 字 と 手 本 の 文 字 と の 相 違 箇 所 の 判 別 が 容 易 で あ り 、 そ れ に よ
り 習 字 の 上 達 を 促 す こ と の で き る 習 字 練 習 用 紙 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 習 字 練 習 用 紙 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 文 字 手 本 の 網 点 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 文 字 手 本 の 網 点 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 習 字 練 習 用 紙 （ 練 習 用 紙 ）
　 １ ａ 　 難 滲 面
　 ２ 　 文 字 手 本
　 ２ ａ 　 網 点
　 ２ ｂ 　 生 地 部 分
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　 ３ － １ ～ ３ － ４ ， ４ － １ ～ ４ － ３ 　 数 字
　 ５ 　 枠
　 ６ 　 十 文 字 状 の 線
　 ７ 　 補 助 枠
　 ８ 　 枠

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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